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研究成果の概要（和文）：本研究は乳幼児がどのようにすべての単語は世界の対象を指示し、それぞれに異なる意味を
持つという洞察を得るのかという問題を検討した。前言語期の１１カ月乳児に音と対象の間に音と意味の関係が存在す
る（音象徴性がある）組み合わせと音象徴性がない組合せを提示し、脳波を観測した。すると対象に対して音象徴のあ
る新奇な音列に比べ、音象徴性がない音列が組み合わされると意味逸脱を示唆するN400反応と左半球に持続する同期を
示した。乳児は生得的に持つ複数の感覚モダリティを統合する能力を足がかりに音と意味を対応付け、その経験から音
の連なり、つまり単語には意味があるという洞察を得るという可能性を支持する知見が得られた。

研究成果の概要（英文）：Relating speech sound to meaning is a critical step for infants to break into lang
uage. Using EEG phase synchronization and event-related brain potentials, we show that sound symbolism hel
ps 11-month-olds establish this link. Sound-symbolically matched shape-sound pairs (e.g., a spiky shape fo
llowed by the sound 'kipi') elicited smooth long-distance phase synchronization, suggesting effortless bin
ding. In contrast, sound-symbolically mismatched shape-sound pairs elicited effortful communication over t
he left hemisphere, and increased brain potential negativity 400 ms after word onset. This suggests that i
nfants spontaneously map speech sounds and the referent by biologically endowed multi-modal integration ab
ility, and this ability bootstraps infants into referential insights for speech sounds and grasp the symbo
lic nature of words.
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１．研究開始当初の背景 
伝統的に語の音と意味の間の関係は恣意

的 で 対 応 関 係 は な い と さ れ て い る 
(Saussure, 1916)。他方、心理学者の間では
ことばの音と指示対象の間に一貫した関係
性があり、人はその関係性に気づくことがで
きるという現象が指摘されており、この現象
は音象徴性(sound symbolism)と呼ばれる。
音象徴性は近年脳神経科学の分野で、感覚野
内での隣接する異なるモダリティ間の連結
や感覚野と運動野の連結などを示唆するも
のとして注目されており（Ramachandran & 
Hubbard, 2001; Westbury, 2005)、言語の発
生と進化にも関わっているのではないかと
指摘されている(Kita, 2008)。これを裏付け
る形で、今井らは成人を対象にした脳機能イ
メージング研究において、音象徴性が低い通
常の動詞・副詞と比べ、音象徴性を持つ擬態
語の処理では、左半球の言語に関わる部位の
活動に加え、右半球の自然音の処理をする
STS や運動の知覚やシミュレーションにかか
わる部位の賦活を確認した(Kanero, Imai et 
al., 2014)。発達神経科学的にも言語学習以
前に(生後 7ヶ月)機能的な視聴覚間統合が発
生することが認められており(Walker et al, 
2012)、子どもは乳幼児期には脳内における
異感覚モダリティがよく分離されておらず、
言語の音と視覚など他モダリティの間の意
味的マッピングを成人よりも感じやすいと
も言われている(Maurer et al,2006)。 
 

２．研究の目的 
こどもは目覚しい速度で効率よくことば

を学習する。しかし、これまでの研究では記
号としてのことばと意味を結び付ける最初
の足がかりが何なのかについては明らかに
されていない。言語発達の中で、子どもはど
うやって最初に音と意味の対応関係を理解
するのだろうか。言語学習の基盤となる能力
の中で特に重要な能力として発達心理学、認
知心理学、脳神経科学の分野で最近注目され
るのが、音と意味の間の関係（音象徴性）を
感じ、これを足がかりとして新しい語を学習
していく能力である。本研究は「ヘレン・ケ
ラーの問題」である、乳児がどのようにして
最初に言語の音声ラベルと意味を結びつけ
るのかを明らかにする。 
 
３．研究の方法 
（１）言語学習がはじまった当初の 

乳児における音象徴性への敏感性 
語意学習当初〔10－12 ヶ月〕の乳児が物体の
形や人の運動などの視覚刺激とラベルの音
の間のマッピング能力（音象徴性を感じる能
力）を持つかを調べるため、視覚刺激（モノ
の形状と）と言語音（新奇ラベル）を対提示
したときの脳波測定を行う。具体的には、「キ
ピ」「モマ」という 2 種類の新奇な言語声を
聞かせた際、それと同時に視覚刺激として尖
った線画と角がない丸みをおびた線画をそ

れぞれ見せた時の脳波を計測した。これは言
語音と視覚刺激の間に対応がある場合と対
応がない場合に、それぞれどのような脳波が
観測されるのかを調べるために行っており、
音象徴の観点から、「キピ」といったカ行や
イ段の言語音と尖った線画との間および「モ
マ」といったマ行やア段・オ段の言語音と丸
みを帯びた線画間に音象徴性があると想定
される。前言語期の乳児であっても音象徴性
を感じる能力があれば、視覚―ラベル音の不
一致の際（つまり、丸みを帯びた線画が提示
されている最中に「キピ」という言語音を聞
いたり、尖った線画提示中に「モマ」と聞い
たりした場合）に成人の N400 に近い成分が
検出されることが予想されるため、そういっ
た特徴的なパターンに着目し計測を行った。
また成人において、実験刺激視聴時にどのよ
うな脳波計測されるのかを確認するため、乳
児と同様に成人についても脳波計測を行っ
た。実験参加乳児は玉川大学赤ちゃんラボの
登録者から募り、玉川大学におけるシールド
ルームにて行った。また成人の実験参加者は
大学生を中心とし、実験室は乳児と同じシー
ルドルームにて行った。ただし、乳児と成人
とでは当然頭部の大きさ・形状に違いがある
ため、用いる電極数は乳児と成人で異なる。 
 
（２）養育者の子どもへの語りかけと幼児の 

発話における擬態語使用の関係 
養育者が乳幼児に語りかけるときの擬態語
の使用と幼児の擬態語使用の量的、質的変化
を自然状況に近い中での発話誘発実験によ
って検討した。動詞・擬態語の両方で表現し
うる図 1のような 6種類のアクションシーン
のアニメーションを 2 歳、3 歳の子どもと養
育者のペアに見せ、養育者に自分の子どもに
アニメーションについて話してもらい、養育
者の発話と子どもの発話のやり取りを録
音・録画した。また、同一のアニメーション
について、実験者への説明をしてもらい、そ
の発話を同様に録音・録画しておく。こうす
ることで養育者－子どもペア間に用いられ
る発話と養育者が通常アニメーションの説
明時に用いる発話（もしくはそれに含まれる
語彙）とを対にして収集することができる。
実験参加者は玉川大学赤ちゃんラボの登録
者から募り、玉川大学赤ちゃんラボ実験室に
て行った。 
 

図 1：「パチ」のアニメーションシーン 
 
 
 



（３）養育者－子ども間の日常会話における
擬態語使用状況 

養育者が日常会話において乳幼児に対し、ど
のようなときに擬態語を使用するのか、その
場面と乳幼児の年齢との間に見られる関係
について、擬態語使用発話の統語的構造、縦
断的変化を家庭内の自然状況での発話を東
京学芸大学の松井智子教授によりコーパス
化されたデータを用いて検討した。当データ
には映像データも含まれており擬態語の使
用状況がより明確に分析でき、養育者が乳幼
児のどういった行動や環境の状況に対して
擬音語をどのように使用するかを分析した。
対象児の年齢は 2歳から 5歳までであり、週
1 日ずつ 15 分から 30 分程度で記録されてい
る。 
 
４．研究成果 
（１）言語学習がはじまった当初の 

乳児における音象徴性への敏感性 
前言語期の 11 ヵ月児に対し、音と対象の

間に音象徴性が高い組み合わせと音象徴性
がない組合せではどのような脳波が観測さ
れるのかを調べた。すると音と対象が合わな
い組み合わせ（３．研究方法における「キピ」
と丸みを帯びた線画および「モマ」と尖った
線画）に対し、乳児は N400 と見られる特徴
的なパターンを観測した。この N400 は通常
成人においては脳内で意味処理を行ってい
る際に観測されるパターンであるとされて
いる。しかしその一方で、成人に対して 11
ヵ月児と同様の音声と線画の組み合わせの
提示を行っても N400 は観測されなかった。
こうした意味処理に関連するパターンが、音
象徴的な結びつきにより 11 ヵ月児において
のみ観測されたことは、少なくとも前言語期
の 11 ヵ月児に対して音象徴的な言語音と刺
激対象との関係が何らかの意味的な処理と
関連しているということを示しているとい
う点で非常に興味深く、意義深い成果である。
当成果については論文投稿中である。 
 
（２）養育者の子どもへの語りかけと幼児の 

発話における擬態語使用の関係 
養育者が子どもに対する語りかけをする

発話中の擬態語の音韻/音響的特徴などの観
点から動作に関連する発話抜き出し分析し
たところ、2 歳児に対しては、養育者は単な
る呼びかけとして、即時的に擬音語を用いる
割合が高く、擬音語を間投詞として連呼する
場合が多いのに対し、3 歳児にはより広範で
類似した行為を表現するために用いており、
他の語彙同様に、助詞や軽動詞を組み合わせ
て動詞化したり、成人と同様に動詞とともに
副詞的に用いることにより文中に統語的に
組み込む形で使用されることが分かった。 
 
（３）養育者－子ども間の日常会話における 

擬態語使用状況 
 養育者の擬音語を含むの割合は対象児の

年齢が進むにつれ、一貫して減少していく傾
向にあった。擬音語が使用される状況は、養
育者が単独で何か周辺の環境を説明する場
合よりも幼児が擬音語を用いて何かを説明
しようとするのに合わせて協調的に用いる
状況の方がはるかに多い。そのため、（２）
における実験結果よりもはるかに間投詞的、
感動詞的用法が多用される傾向が高く、擬音
語という極めて音象徴性の高い語が単なる
発話における語としての機能以上に養育者-
幼児間の協調行動を助ける役割を担ってい
ることが示唆された。 
このように、音象徴性は語彙学習の当初に

おいて乳児に「語とは何か」を気付かせるだ
けではなく、その後も言語という抽象的な記
号体系を子どもがデコードするための手が
かりとして長期に亘り貢献するという知見
が得られた。 
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presented at the 12th International 
Congress For the Study of Child Language 
(IASCL). Montréal , Canada. (July 21). [査
読有] 
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（１）報道関連等 
①2013年 6月11日 NHKクローズアップ現代 
②2013 年 5 月 4 日 朝日新聞教育・生活欄 

（２）招待講演 
①2014 年 3 月 21 日 今井むつみ 「臨界期
神話の誤謬と英語教育」 第 26 回発達心理
学会日本学術会議・発達心理学分科会企画公
開シンポジウム 早期教育の光と影 ―英語
早期教育は是か非か？― 
②2014 年 3 月 18 日 今井むつみ 「母語と外
国語の語彙習得のメカニズム」 HLC 春季セミ
ナー招待講演 立教大学池袋キャンパス 
③2014 年 3 月 3 日 Mutsumi Imai The 
Sound-Symbolism Bootstrapping Hypothesis 
for Language Acquisition and Language 
Evolution. Invited lecture, Institute of 
Linguistics, National Taiwan University, 
Taipei City, Taiwan 
④2014 年 2 月 5 日 今井むつみ 「ことばの
学習における推論―帰納・演繹推論とアブダ
クション」シンポジウム 「論理と感性の新
たな学際研究に向けて」 慶應義塾大学 論
理と感性センター、思考と行動判断研究拠点
共催シンポジウム 慶應大学三田キャンパ
ス 
⑤2013年 11月 30日 今井むつみ 第1回コト
ノハカフェ 「言葉の意味とは何か-子ども
が教えてくれること」バルト（東京・阿佐ヶ
谷） 
⑥2013 年 11 月 10 日 今井むつみ 認知学習
論を学ぶ 札幌保健医療大学 第 6 回 FD 
(Faulty Development) 研修会 
⑦2013 年 10 月 26 日 今井むつみ こどもの
思考力を育むことばかけ 平成 25 年度京都
市保育士会 第研修会 京都光華女子大学 
⑧2013 年 9 月 2 日 今井むつみ 語彙習得に
おける記号接地問題――子どもとＬ２学習
者はどのように語彙システムを構築するの
か.  言語処理(NLP)若手の会 招待講演. 
東京大学駒場キャンパス 
⑨2013 年 8 月 21 日 今井むつみ 言語力と
思考力  岐阜県高等学校国語教育研究会 
講演 岐阜県総合教育センター 
⑩2013 年 7 月 6 日 今井むつみ 「ヒト特有
の推論の起源」主催  国際高等研プロジェク
ト「心の起源」および 日本学術会議心理
学・教育学委員会心の先端研究と心理学専門
教育分科会主催 公開シンポジウム「心の先
端研究の地平」招待講演 京都大学霊長類研
究所 
⑪2013 年 3 月 11 日 Mutsumi Imai Sound 
symbolism: Neural representation and 
relation to language development. Invited 
Talk presented at CNSR, University of 
Paris, Descartes. Centre Biomédical des 
Saints Pères, Paris. 
⑫2012 年 11 月 23 日 Mutsumi Imai The 
relation between language and thought: 
count/mass syntax and the notion of 
individuation.  Talk presented at the 
research seminar at the Department of 
Linguistics, National Taiwan University. 
⑬2012 年 11 月 23 日 Mutsumi Imai Sound 



symbolism bootstraps language learning. 
Talk presented at the research seminar at 
the Department of Psychology, National 
Taiwan University. 
⑭2012 年 9 月 13 日 Mutsumi Imai The path 
from perceptual categories to conceptual 
categories: The role of language.  Talk 
presented at the invited symposium. 
“ Prediction and Creation: Basis of 
Model-based Decision-making Process. ” 
(予測と創造：モデルベース的意思決定プロ
セスの基礎) 日本心理学会 第７６回大会 
専修大学 
⑮2012 年 9 月 9 日 今井むつみ カテゴリー
の発見、創造、修正：ことばの意味の習得過
程 認知言語学会第１３回全国大会 招待
シンポジウム 意味の獲得・変容・喪失：認
知言語学と関連分野との対話 大東文化大学
板橋キャンパス 
⑯2012 年 8月 21日 今井むつみ 音象徴と言
語の起源 招待ワークショップ 「進化言語
学の展開」 日本進化学会第１４回大会 首
都大学東京 
⑰2012 年 7 月 27 日 Mutsumi Imai Sound 
symbolism paves the way to language 
development in preverbal infants.  
Invited talk presented at the symposium 
“Interactive Brain Dynamics for Decision 
Making and Communication”   (意思決定と
コミュニケーションの脳ダイナミクスと相
互作用)  包括脳合同ワークショップ 仙
台国際センター 
⑱2012 年 7 月 1 日 今井むつみ 音象徴の心
と脳のメカニズム 日本言語科学会 招待講
演 名古屋大学 
⑲2012 年 6 月 3 日 今井むつみ 言語習得に
おける音象徴の役割 関西言語学会 招待
講演 江南女子大学 
⑳2012 年 5 月 5 日 Mutsumi Imai Evolution 
of verb meanings in children and L2 adult 
learners through reorganization of an 
entire semantic domain:  The case of 
Chinese carry/hold verbs.  CLDC2012 
（ The 6th conference on Language, 
Discourse and Cognition. National Taiwan 
University 
（３）アウトリーチ活動（Workshop 開催） 
①2013 年 12 月 13・14 日 Sound Symbolism 
Workshop 2013 
②2012 年 8 月 6・7 日 Sound Symbolism 
Workshop 2012 
（４）ホームページ等 
http://cogpsy.sfc.keio.ac.jp/imai/ 
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